
平成 30年度第 2回探鉱技術委員会(総会)報告 

 

探鉱技術委員会委員長   八木 正彦 

 

開催日時・場所 

平成 30年 7月 17日 (火)  15:30～17:00、話題提供 17:00～ 

場所：石油資源開発(株) 

参加者 

八木委員長・三石副委員長・図師副委員長・加藤・戸田・鈴木・竹内・長谷川・寺本・小林・井上・金

子・徳橋・池・岡本・佐藤・有坂・安河内・原・和気・上田 各委員、以上 21名 

議事内容 

1. 定例連絡 

2. 委員会体制 

 委員交代・新任・退任：八木氏(JAPEX)⇒委員長就任。久保氏⇒三石氏(JX)。及川氏⇒有坂氏

(JAPEX)。江川氏⇒小林氏(INPEX)。稲盛氏(JGI)⇒岡本氏(JAPEX)。加藤氏(JAPEX)⇒新任。

東中氏(MCX)⇒退任。奥井氏(出光)⇒退任。 

3. 分科会活動状況 

 砂岩分科会：講演会「深海成砂岩の露頭アナロジー研究」、8~10月開催予定。 

 炭酸塩岩分科会：講演会「テキサス大学炭酸塩岩貯留層コンソーシアム RCRLと最新研究成果」、

6 月 29 日開催。参加者 37 名。ワークショップ「厚歯二枚貝に関する Workshop」、8 月 9 日開

催予定。講演会「新生代炭酸塩岩ビルドアップの貯留岩性状と近地表続成作用の影響－南大東

島大東層における露頭アナログ－（仮）」、9月開催予定。 

 物探分科会：講演会「Non-seismic 物理探査の探鉱における活用の現状」「石油ガス探鉱におけ

る CSEM適用事例」、10月 16日開催予定。 

4. 平成 29年度委員会活動振り返り 

5. 平成 30年度委員会・分科会活動方針の承認 

 委員会および分科会の活動を通じ、探鉱部門に係わる技術の普及と向上に努める。 

6. 平成 30年度シンポジウム特集号のスケジュールと査読者選定方法の確認 

7. 平成 31年度シンポジウム準備のスケジュールおよびテーマの絞り込み方法の確認 

8. 平成 30年度特別見学会（地質編） 

 「千葉県の水溶性天然ガスの生産施設と貯留層である上総層群の代表的地層の現場見学会」 

 実施日程：11月 8日(木)。ルートの紹介。 

9. 関連学会 

 日本地球惑星科学連合大会（2019年 5月 26日～30日）、ブース出展スケジュール確認。 

 日本地質学会第 125年学術大会（2018年 9 月 5 日～7 日、北海道大学）共催セッション確認。 

10. 次回 平成 30年度第 3回探鉱技術委員会 (運営委員会) 

 日程：9月 21日（金）、会場：JX石油開発(株) 

11. 話題提供 



 早稲田 周  石油資源開発(株) フェロー   

「シェールガスにおける同位体ロールオーバー／リバーサル現象と生産性」 

参加者：35名 

以上 


